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紹
介
と
批
評

蒋
　
永
敬
著

『
飽
羅
廷
与
武
漢
政
権
』

　
　
　
民
国
五
二
（
一
九
六
三
）
年
、

　
　
　
奨
励
委
員
会
、
四
五
三
頁

台
北
、
中
国
学
術
著
作

『
ボ
・
デ
ィ
ン
と
武
漢
政
権
』

　
本
書
は
、
一
九
六
三
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
新
刊
書
紹
介
の
意
味

を
も
兼
ね
備
え
た
本
書
評
欄
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
に
は
若
干
古
き
に
失
す
る
感

を
免
れ
な
い
が
、
武
漢
政
府
の
諸
問
題
を
研
究
す
る
に
あ
た
つ
て
、
本
書
の
も

つ
視
角
の
問
題
性
と
そ
こ
で
利
用
さ
れ
て
い
る
資
料
の
重
要
性
の
ゆ
え
に
、
私

は
、
こ
こ
で
敢
え
て
本
書
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。

　
本
書
は
、
そ
の
題
名
の
示
す
よ
う
に
、
武
漢
政
府
の
成
立
・
発
展
・
崩
壊
の

過
程
に
お
け
る
、
ボ
ロ
デ
ィ
ン
の
役
割
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る

が
、
そ
こ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
諸
問
題
は
、
ボ
ロ
デ
ィ
ン
の
間
題
に
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
　
　
（
二
九
三
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
武
漢
政
府
に
お
け
る
国
民
党
左
派
、
反
帝
国
主
義
的

大
衆
運
動
等
の
よ
り
広
範
な
諸
問
題
に
及
ん
で
い
る
。
武
漢
政
府
に
お
け
る
ボ

ロ
デ
ィ
ソ
の
役
割
、
お
よ
び
、
そ
の
影
響
力
の
度
合
い
を
検
討
す
る
こ
と
は
、

本
書
を
読
む
に
あ
た
つ
て
、
私
の
関
心
外
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
は
、

つ
ぎ
の
二
つ
の
観
点
か
ら
、
本
書
の
も
つ
問
題
点
を
検
討
し
て
ゆ
こ
う
と
思

う
。
そ
の
第
一
は
、
武
漢
政
府
に
お
け
る
国
民
党
左
派
お
よ
び
そ
の
政
治
路
線

の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
、
本
書
に
利
用
さ
れ
て
い
る
資
料
の
問
題
で
あ

る
。
本
論
に
入
る
前
に
、
ま
ず
武
漢
政
府
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
か
ら

始
め
よ
う
。

　
こ
こ
に
言
う
武
漢
政
府
と
は
、
一
九
二
七
年
一
月
一
日
に
、
広
東
に
お
け
る

国
民
政
府
を
武
漢
に
移
転
す
る
と
い
う
形
式
を
も
つ
て
成
立
し
、
同
年
七
月
一

五
日
、
武
漢
に
お
け
る
国
民
党
左
派
の
分
共
会
議
に
よ
つ
て
、
国
共
提
携
が
崩

壊
す
る
ま
で
の
政
府
を
指
す
。
一
九
二
六
年
七
月
に
蒋
介
石
の
指
揮
下
に
広
州

を
出
発
し
た
国
民
革
命
軍
の
北
伐
は
、
破
竹
の
勢
い
で
進
展
し
、
早
く
も
七
月

に
は
長
沙
を
、
一
〇
月
に
は
武
漢
を
、
一
一
月
に
は
南
昌
を
占
領
す
る
に
い
た

つ
た
。
こ
の
間
、
中
共
は
、
北
伐
軍
通
過
地
域
で
労
働
者
・
農
民
を
中
心
と
す

る
大
衆
を
組
織
し
て
い
つ
た
の
と
並
行
し
て
、
国
民
党
左
派
は
、
中
共
の
組
織

し
た
大
衆
を
運
動
推
進
の
力
の
基
盤
と
し
て
受
け
入
れ
つ
つ
．
南
昌
を
主
張
す

る
蒋
介
石
に
反
対
し
て
．
中
共
と
の
協
力
の
も
と
に
．
当
時
の
労
働
運
動
の
中

心
地
の
一
つ
で
あ
つ
た
武
漢
に
集
結
し
た
の
で
あ
る
。

　
武
漢
政
府
の
成
立
に
よ
つ
て
、
武
漢
を
中
心
と
す
る
大
衆
運
動
の
よ
り
一
層

の
発
展
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
一
九
二
七
年
一
月
三
日
に
は
漢
口
に
お
い
て
、
一

月
六
日
に
は
九
江
に
お
い
て
、
革
命
的
大
衆
が
イ
ギ
リ
ス
官
憲
と
衝
突
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八
　
　
（
一
一
九
四
）

両
地
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
租
界
を
一
時
的
に
回
収
す
る
と
い
う
事
件
が
勃

発
し
た
。
武
漢
政
府
は
．
こ
の
反
帝
国
主
義
的
大
衆
運
動
を
積
極
的
に
援
助

し
、
指
導
し
さ
え
し
た
。
　
一
九
二
七
年
三
月
一
〇
日
か
ら
一
七
日
に
か
け
て

武
漢
で
開
か
れ
た
中
国
国
民
党
第
二
期
中
央
執
行
委
員
会
第
三
次
全
体
会
議

（
三
中
全
会
）
は
、
国
民
党
左
派
と
中
共
と
の
協
力
の
下
に
、
宣
言
を
発
表
し
、

決
議
を
採
択
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
文
書
は
、
北
伐
の
進
展
を
反
映
す
る
と
と
も

に
．
蒋
介
石
と
の
対
決
姿
勢
を
強
め
、
e
帝
国
主
義
に
対
す
る
闘
争
と
勝
利
、

⇔
大
衆
運
動
、
と
く
に
農
民
運
動
に
対
す
る
配
慮
、
日
中
央
執
行
委
員
会
の
権

限
強
化
と
国
共
協
力
関
係
の
維
持
、
の
諸
点
を
明
確
に
し
た
。
e
の
点
に
つ
い

て
、
宣
言
は
、
北
伐
軍
の
武
漢
占
領
を
高
く
評
価
し
、
こ
の
事
実
を
契
機
と
し

て
、
反
帝
反
封
建
の
国
民
革
命
運
動
の
「
新
た
な
時
期
」
が
到
来
し
た
と
述
べ

る
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
に
対
す
る
敵
意
と
闘
争
を
と
く
に
強
調
し

て
い
た
。
⇔
の
点
に
つ
い
て
、
宣
言
は
、
一
方
で
、
帝
国
主
義
に
加
え
て
「
国

民
政
府
統
治
区
域
内
の
一
切
の
反
革
命
勢
力
、
反
動
派
、
買
弁
、
大
地
主
、
安

福
、
交
通
、
研
究
、
外
交
各
系
」
を
反
革
命
勢
力
と
し
て
設
定
し
、
他
方
で
、

「
労
働
者
、
農
民
お
よ
び
都
市
の
広
大
な
民
衆
」
を
革
命
勢
力
と
し
て
対
置
し

て
い
る
。
か
か
る
革
命
勢
力
の
発
展
は
、
「
国
民
革
命
の
利
益
に
反
し
な
い
ば

か
り
で
な
く
、
ま
さ
に
国
民
革
命
の
力
を
増
大
さ
せ
る
」
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
．
こ
こ
を
貫
く
の
は
、
革
命
的
大
衆
運
動
の
発
展
は
、
革
命
政
権
の
強
化
を

も
た
ら
す
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
大
衆
運
動
の
役
割
は

積
極
的
に
評
価
さ
れ
、
そ
れ
を
抑
制
す
る
方
向
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
宣
言
は
、
北
伐
軍
の
進
出
後
、
湖
南
・
湖
北
・
江
西
各
省
で
発

展
し
た
農
民
運
動
を
高
く
評
価
し
、
農
民
こ
そ
「
革
命
擁
護
の
主
要
力
量
」
で



あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
農
民
問
題
の
中
心
は
貧
農
問
題
で
あ
り
、
さ
ら
に
っ

き
つ
め
れ
ば
、
土
地
問
題
で
あ
る
。
党
は
、
こ
の
観
点
か
ら
、
地
主
に
対
す
る

農
民
の
「
土
地
獲
得
の
闘
争
」
を
支
持
し
て
い
た
。
し
か
し
、
宣
言
は
、
後
に

問
題
と
な
る
党
の
中
小
地
主
に
対
す
る
態
度
に
言
及
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
ま

た
、
農
民
の
土
地
獲
得
の
方
法
に
つ
い
て
、
土
地
没
収
を
肯
定
す
る
の
か
否
か

の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
か
つ
た
。
㊧
の
点
に
つ
い
て
、
諸
決
議
は
、
中
央

執
行
委
員
会
の
権
限
を
強
化
し
、
軍
事
委
員
会
を
そ
れ
に
従
属
さ
せ
、
国
民
革

命
軍
総
司
令
を
軍
事
委
員
会
委
員
の
一
員
と
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
蒋
介
石
の

地
位
を
弱
体
化
す
る
反
面
、
中
共
の
国
民
政
府
参
加
を
認
め
、
労
農
運
動
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

す
る
共
同
の
指
導
を
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
三
中
全
会
で
確
認
さ

れ
た
、
蒋
介
石
の
影
響
力
を
排
除
し
、
反
帝
国
主
義
的
大
衆
運
動
を
急
進
化
さ

せ
る
方
向
は
、
た
だ
ち
に
現
実
の
も
の
と
な
つ
て
あ
ら
わ
れ
た
。

　
北
伐
中
の
国
民
革
命
軍
が
上
海
に
迫
つ
た
一
九
二
七
年
三
月
二
一
日
に
、
中

共
指
導
下
の
労
働
者
が
上
海
で
三
度
目
の
暴
動
を
起
こ
し
た
こ
と
は
、
上
海
占

領
に
あ
た
つ
て
、
中
共
が
蒋
介
石
に
対
し
て
主
導
権
を
と
ろ
う
と
し
た
こ
と
を

意
味
す
る
と
と
も
に
、
帝
国
主
義
諸
国
と
の
対
立
を
一
層
激
化
さ
せ
、
国
民
革

命
軍
総
司
令
と
し
て
の
蒋
介
石
を
帝
国
主
義
諸
国
と
の
対
立
の
最
前
列
に
立
た

せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
続
い
て
、
三
月
二
四
日
に
は
、
中
共
の
影
響
力
の

強
い
程
潜
揮
下
の
第
二
軍
と
第
六
軍
が
南
京
を
占
拠
し
、
再
び
帝
国
主
義
諸
国

と
の
間
に
衝
突
が
発
生
し
た
。
こ
の
、
い
わ
ゆ
る
南
京
事
件
は
、
帝
国
主
義
列

強
と
の
間
に
立
つ
蒋
介
石
を
し
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
困
難
を
痛
感
せ
し
め
る
と

と
も
に
、
彼
が
反
共
的
行
動
を
決
意
す
る
直
接
的
き
つ
か
け
と
な
つ
た
。
さ
ら

に
、
蒋
介
石
と
中
共
と
の
対
立
が
尖
鋭
化
し
た
状
況
の
な
か
に
、
左
派
の
指
導

　
　
　
紹
介
と
批
評

者
と
目
さ
れ
て
い
た
涯
精
衛
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
帰
国
し
た
。
注
は
、
蒋
の
期

待
に
反
し
、
四
月
六
日
に
中
共
指
導
者
陳
独
秀
と
の
間
で
宣
言
を
発
し
、
中
国

革
命
の
必
要
と
す
る
の
は
、
　
「
民
主
独
裁
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
中
共
と
協

力
し
て
い
く
と
い
う
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
武
漢
政
府
の
蒋

介
石
に
対
す
る
態
度
を
硬
化
さ
せ
て
い
つ
た
。
か
く
て
、
蒋
は
、
四
月
一
二
日

に
上
海
で
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
を
決
行
す
る
と
と
も
に
、
一
八
日
に
は
、
武
漢
に

対
抗
し
て
南
京
に
国
民
政
府
を
樹
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
蒋
介
石
の
反
共
化
と
武
漢
政
府
に
対
す
る
帝
国
主
義
諸
国
の
圧
力
に
直
面
し

て
、
ボ
・
デ
ィ
ソ
は
、
四
月
二
〇
日
に
、
武
漢
中
央
に
対
し
て
「
戦
略
退
却
」

の
政
策
を
提
案
し
た
。
彼
の
見
解
に
よ
る
と
、
帝
国
主
義
者
が
武
力
で
圧
追

を
加
え
て
く
る
時
の
理
由
は
、
　
「
国
民
政
府
の
下
で
外
国
の
居
留
民
が
継
続
し

て
商
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
自

身
の
側
の
民
衆
も
、
よ
く
帝
国
主
義
打
倒
の
意
味
を
誤
解
し
、
一
つ
の
外
国
人

経
営
の
商
社
を
打
倒
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
一
軒
の
商
店
を
打
倒
す
る
こ
と

が
、
全
体
の
帝
国
主
義
が
命
を
捨
て
る
時
で
あ
る
と
考
え
る
」
か
ら
で
あ
る
。

「
し
た
が
つ
て
、
現
在
の
い
わ
ゆ
る
退
却
と
は
、
外
国
人
居
留
民
に
、
国
民
政

府
管
轄
の
各
地
で
、
制
限
を
受
け
ず
に
商
業
を
営
む
権
利
を
も
た
せ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
．
」
こ
の
政
策
は
、
「
一
面
で
は
失
業
労
働
老
の
数
を
減
ら
し
、

失
業
労
働
者
の
困
苦
を
と
き
ほ
ぐ
す
も
の
で
あ
り
、
他
面
で
は
、
帝
国
主
義
に

口
実
を
与
え
ず
、
彼
等
の
人
民
が
彼
等
の
政
府
の
わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
武
装
干

渉
に
賛
成
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
」
　
（
本
書
、
一
七
五
ー

七
頁
）
．
要
す
る
に
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
ボ
ロ
デ
ィ
ン
の
「
戦
略
退
却
」
の

政
策
と
は
、
激
化
す
る
反
帝
国
主
義
的
大
衆
運
動
を
一
定
Q
限
度
内
で
抑
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
　
　
（
一
一
九
五
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

帝
国
主
義
列
強
・
蒋
介
石
と
武
漢
政
府
と
の
衝
突
を
回
避
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
武
漢
政
府
の
安
全
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
ポ
ロ
デ
ィ
ソ

の
提
案
を
受
け
て
開
か
れ
た
国
共
両
党
聯
席
談
話
会
で
討
論
さ
れ
た
戦
略
退
却

の
実
行
問
題
に
つ
い
て
、
注
精
衛
は
、
四
月
二
五
日
に
、
そ
の
結
果
を
つ
ぎ
の

よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
ま
ず
、
外
交
方
面
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
の
「
生

命
・
財
産
を
保
護
し
、
彼
等
の
商
業
を
恢
復
し
、
そ
し
て
、
中
央
か
ら
湖
南
・

江
西
へ
人
員
を
派
遣
し
、
外
交
方
針
を
宣
伝
し
て
、
彼
等
帝
国
主
義
者
に
口
実

を
与
え
な
い
よ
5
に
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
商
務
と
交
通
の
恢
復
の

問
題
で
あ
る
。
商
務
恢
復
の
な
か
で
最
も
重
要
な
問
題
は
為
替
で
あ
る
が
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
外
交
、
財
政
両
部
が
中
外
の
財
政
専
門
家
と
清
算
委

員
会
を
組
織
し
、
完
全
な
や
り
方
を
討
論
す
る
」
。
交
通
の
恢
復
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
外
交
、
交
通
両
部
示
外
国
系
の
企
業
と
協
議
す
る
と
と
も
に
、
国
民

政
府
が
長
江
の
航
運
保
護
を
命
令
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
さ
ら
に
、
第
三
の
失

業
労
働
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
工
人
、
労
工
両
部
が
注
意
す
る
こ
と
に
な
つ

て
い
た
（
一
八
一
ー
二
頁
）
。
注
精
衛
の
こ
の
報
告
は
、
明
ら
か
に
ボ
ロ
デ
ィ
ン

の
提
案
の
趣
旨
を
受
け
つ
い
で
、
外
交
・
商
務
・
交
通
・
労
働
の
諸
問
題
に
武

漢
政
府
が
介
入
し
、
反
帝
国
主
義
的
大
衆
運
動
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
帝

国
主
義
列
強
の
利
益
を
一
定
の
限
度
内
で
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

た
、
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
中
共
の
内
部
に
お
い
て
も
、
激
化
す
る
大
衆
運
動
と
帝
国
主
義
諸
国
と
の
矛

盾
を
い
か
に
解
決
す
る
か
、
と
い
う
武
漢
政
府
が
直
面
し
た
の
と
同
じ
問
題
が

存
在
し
て
い
た
．
こ
の
問
題
は
、
中
共
に
お
い
て
は
、
大
衆
運
動
へ
の
支
援
と

国
共
合
作
維
持
と
の
関
係
の
問
題
と
い
う
形
を
と
つ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
す
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
　
　
（
一
一
九
六
）

に
、
一
九
二
六
年
一
二
月
の
コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
第
七
回
プ
レ
ナ
ム
決
議
は
．
中
国

に
お
け
る
労
農
運
動
の
強
化
と
国
共
合
作
の
維
持
を
要
求
し
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
国
民
党
左
派
分
子
を
中
心
と
す
る
武
漢
政
府
が
、
大
衆
運
動
の
急
進
化

を
抑
え
、
帝
国
主
義
と
の
妥
協
を
は
か
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
当
面
す
る
困
難
を

乗
り
切
つ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
以
上
、
中
共
は
、
コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
の
要
求
す

る
労
農
運
動
の
強
化
と
国
共
合
作
の
維
持
と
い
う
二
つ
の
要
素
を
い
か
に
実
現

し
て
い
く
の
か
、
と
い
う
間
題
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
一

九
二
七
年
四
月
二
七
日
か
ら
武
漢
で
開
か
れ
た
中
共
五
全
大
会
に
お
い
て
、
当

時
中
共
指
導
部
に
あ
つ
た
陳
独
秀
は
、
コ
ミ
ソ
テ
ル
ン
の
要
求
す
る
労
農
運
動

の
強
化
と
国
共
合
作
の
維
持
と
を
矛
盾
す
る
要
素
と
考
え
、
反
帝
国
主
義
的
大

衆
運
動
を
抑
制
す
る
挙
に
出
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
雀
秋
白
ら
は
、
労
農
運
動

の
激
化
こ
そ
、
国
共
合
作
の
維
持
、
な
ら
び
に
、
武
漢
政
府
の
強
化
を
も
た
ら

す
こ
と
を
主
張
し
て
、
陳
独
秀
の
立
場
に
反
対
し
た
が
、
陳
は
依
然
と
し
て
総

書
記
の
地
位
に
選
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
中
共
指
導
下
の
大
衆
運
動
、
と
く
に

毛
沢
東
の
指
導
す
る
湖
南
省
の
農
民
運
動
は
、
武
漢
中
央
お
よ
び
中
共
中
央
の

意
図
を
は
る
か
に
越
え
て
急
進
化
し
た
た
め
に
、
蒋
介
石
の
武
漢
政
府
に
対
す

る
圧
力
と
と
も
に
、
や
が
て
武
漢
政
府
そ
の
も
の
の
反
共
化
を
招
く
主
要
な
要

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

因
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
武
漢
政
府
の
頼
り
と
す
る
軍
事
的
基
盤
は
、
主
と
し
て
、
唐
生
智
と
漏
玉
祥

の
軍
隊
で
あ
つ
た
。
唐
生
智
の
武
漢
政
府
に
対
す
る
軍
事
的
支
持
の
性
格
は
、

革
命
運
動
へ
の
献
身
と
い
う
よ
り
も
、
機
会
主
義
的
な
も
の
で
あ
つ
た
。
す
な

わ
ち
、
彼
は
、
武
漢
政
府
を
基
礎
に
し
て
、
蒋
介
石
と
凋
玉
祥
に
対
し
て
、
国

民
革
命
に
お
け
る
軍
事
的
指
導
権
を
掌
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
か
く
て
、
一



九
二
七
年
四
月
一
九
日
に
、
唐
生
智
揮
下
の
軍
隊
を
主
力
と
す
る
武
漢
政
府
軍

は
、
第
二
次
北
伐
に
出
発
し
た
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
大
衆
運
動
、
と
く
に

湖
南
に
お
け
る
農
民
運
動
の
激
化
は
、
一
部
で
中
小
地
主
の
土
地
没
収
に
ま
で

及
ぶ
急
進
的
な
も
の
に
発
展
し
た
た
め
に
、
将
校
の
問
に
多
く
の
地
主
層
出
身

者
を
も
つ
唐
生
智
の
軍
隊
は
動
揺
を
ひ
き
起
こ
し
、
五
月
一
七
日
武
昌
陞
近
に

お
け
る
夏
斗
寅
、
お
よ
び
、
五
月
二
一
日
長
沙
に
お
け
る
許
克
祥
の
反
共
ク
ー

デ
タ
ー
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
濤
玉
祥
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
も

そ
も
武
漢
政
府
の
第
二
次
北
伐
は
、
武
漢
政
府
が
漏
の
河
南
進
駐
を
認
め
る
こ

と
に
よ
つ
て
、
彼
の
協
力
を
と
り
つ
け
、
漏
の
地
盤
と
す
る
西
北
か
ら
内
蒙

古
、
ソ
連
へ
の
連
絡
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
武
漢
政
府
軍
北

伐
途
上
の
六
月
六
日
、
河
南
省
鄭
州
に
お
い
て
．
注
精
衛
ら
の
武
漢
政
府
指
導

者
と
漏
王
祥
と
の
間
で
会
談
が
行
な
わ
れ
、
薦
の
武
漢
政
府
か
ら
の
独
立
的
立

場
と
彼
の
武
漢
政
府
へ
の
協
力
が
確
認
さ
れ
た
が
、
他
面
で
は
、
漏
は
、
蒋
介

石
と
唐
生
智
と
を
協
力
に
導
き
つ
つ
．
共
同
し
て
北
伐
に
あ
た
る
計
画
を
も
つ

て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
六
月
一
九
日
に
濤
は
徐
州
で
蒋
介
石
と

会
い
、
表
面
的
に
は
、
武
漢
・
南
京
両
政
府
を
合
体
さ
せ
よ
う
と
す
る
従
来
の

立
場
を
主
張
し
た
が
、
実
際
上
は
、
武
漢
・
南
京
の
共
同
北
伐
を
主
張
す
る
こ

と
に
よ
つ
て
、
武
漢
の
容
共
態
度
に
反
対
し
、
蒋
介
石
に
接
近
し
つ
つ
、
反
共

的
態
度
を
明
確
に
し
て
い
つ
た
の
で
あ
る
（
三
八
○
ー
一
頁
）
。

　
経
済
封
鎖
を
含
む
南
京
側
か
ら
の
圧
迫
、
反
帝
国
主
義
的
大
衆
運
動
の
急
進

化
、
武
漢
政
府
を
支
持
す
る
軍
隊
の
反
共
化
の
諸
要
因
は
、
武
漢
政
府
中
央
に

あ
る
国
民
党
左
派
の
反
共
化
を
促
進
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
中

国
に
お
け
る
情
勢
の
進
展
と
平
行
し
て
、
一
九
二
七
年
五
月
一
八
日
よ
り
コ
ミ

　
　
　
紹
介
と
批
評

ソ
テ
ル
ソ
は
第
八
回
プ
レ
ナ
ム
を
開
き
、
六
月
に
は
中
共
に
対
し
て
、
土
地
没

収
を
含
む
土
地
革
命
の
実
行
、
中
共
党
員
二
万
・
労
農
分
子
五
万
か
ら
な
る
新

編
成
の
軍
隊
の
建
設
、
武
漢
国
民
党
の
大
衆
的
改
造
の
諸
点
を
指
令
す
る
に
い

た
っ
た
。
こ
の
指
令
が
、
た
ま
た
ま
、
武
漢
駐
在
の
コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
代
表
、

M
・
N
・
ロ
イ
か
ら
涯
精
衛
に
示
さ
れ
た
た
め
に
、
こ
の
こ
と
が
直
接
的
契
機

と
な
つ
て
、
注
は
反
共
的
態
度
を
固
め
、
七
月
一
五
日
の
武
漢
分
共
会
議
に
お

い
て
、
中
共
と
の
分
裂
を
決
行
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
共
側
で
も
、
七
月

の
コ
ミ
と
ア
ル
ン
執
行
委
員
会
の
決
議
に
基
づ
き
、
　
「
武
漢
政
府
の
革
命
的
役

割
は
終
結
を
告
げ
」
た
と
い
う
認
識
に
た
つ
て
、
武
漢
政
府
を
示
威
退
出
し
て

い
っ
た
。
こ
こ
に
武
漢
政
府
は
崩
壊
し
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

二

　
著
者
は
、
本
書
の
な
か
で
、
武
漢
政
府
に
お
け
る
国
民
党
左
派
、
お
よ
び
、

そ
の
政
治
路
線
と
は
何
か
、
と
い
う
聞
題
に
直
接
答
え
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
事
実
、
武
漢
政
府
に
結
集
し
た
国
民
党
指
導
者
を
列
挙
し
、
彼
等
個
々
人

の
思
想
と
行
動
を
調
べ
あ
げ
、
そ
の
共
通
要
素
を
と
り
出
す
こ
と
に
よ
つ
て
国

民
党
左
派
の
政
治
路
線
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
疑
間
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
武
漢
政
府
の
な
か
に
あ
つ
て
も
、
謂
延
閲
の
よ
う
に
終
始

反
共
的
態
度
を
強
く
表
面
に
出
し
て
い
た
人
も
あ
れ
ば
、
都
演
達
の
よ
う
に
非

常
に
強
い
容
共
的
立
場
を
持
し
て
い
た
人
も
あ
り
、
ま
た
唐
生
智
の
よ
試
，
に
軍

事
的
機
会
主
義
の
立
場
か
ら
武
漢
政
府
に
参
加
し
て
い
た
人
も
あ
つ
た
か
ら
で

あ
る
。
私
ほ
、
必
ず
し
も
こ
の
方
法
の
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
こ
れ
ら
種
々
雑
多
な
傾
向
を
も
つ
個
々
の
指
導
者
に
共
通
す
る
性
格
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅
五
一
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七
）



　
　
　
紹
介
と
抵
評

帰
納
的
に
導
き
出
さ
れ
た
国
民
党
左
派
の
性
格
と
い
う
も
の
が
、
果
し
て
武
漢

政
府
の
盛
衰
を
説
明
す
る
の
に
ど
の
程
度
有
効
で
あ
る
か
疑
問
に
思
う
。
そ
こ

で
、
私
は
、
そ
の
よ
う
な
方
法
を
斥
ぞ
け
、
武
漢
政
府
の
お
か
れ
て
い
た
政
治

的
状
況
と
の
関
連
に
お
い
て
．
総
体
と
し
て
の
国
民
党
左
派
の
政
治
路
線
を
考

え
て
み
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
武
漢
政
府
は
、
北
伐
途
上
に
組
織
・
拡
大
さ
れ
た
大

衆
運
動
を
基
盤
に
も
つ
中
共
と
国
民
党
内
の
急
進
分
子
、
い
わ
ゆ
る
国
民
党
左

派
と
の
協
力
の
上
に
、
蒋
介
石
に
対
抗
し
て
組
織
さ
れ
た
。
し
た
が
つ
て
、
こ

の
よ
う
な
武
漢
政
府
成
立
の
状
況
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
、
国
民
党
左
派
の
最
高

指
導
部
の
人
的
構
成
は
、
武
漢
政
府
の
設
立
を
準
備
す
る
た
め
に
一
九
二
六
年

凶
二
月
二
一
百
に
武
昌
で
成
立
し
た
、
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
聾
国
民
政

府
委
員
臨
時
聯
席
会
議
（
以
下
、
臨
時
聯
席
会
議
と
略
称
）
、
お
よ
び
、
反
蒋
的
態

度
を
明
確
に
し
た
、
一
九
二
七
年
三
月
の
武
漢
に
お
け
る
国
民
党
三
中
全
会
に

参
加
し
た
、
候
補
を
含
む
国
民
党
中
央
執
監
委
員
中
の
国
民
党
員
か
ら
な
る
。

諌
延
闘
、
孫
科
、
徐
謙
、
宋
子
文
、
陳
友
仁
、
陳
公
博
、
顧
孟
線
、
宋
慶
齢
、

何
香
凝
、
経
享
頗
、
丁
惟
扮
、
王
法
勤
、
柏
文
蔚
、
彰
沢
民
、
郵
演
達
、
鱈
大

悲
、
陳
其
暖
、
丁
超
五
、
朱
霧
青
、
謝
晋
、
郡
愁
修
、
李
宗
仁
、
周
啓
剛
、
王

楽
平
、
唐
生
智
ら
の
人
々
が
そ
れ
で
あ
る
（
三
三
．
四
六
頁
）
。
こ
れ
ら
の
人
々

以
外
に
、
一
九
二
七
年
四
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
帰
国
し
た
注
精
衛
が
そ
れ
に

加
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
し
か
し
、
武
漢
の
中
央
指
導
部

に
参
画
す
る
こ
れ
ら
の
指
導
者
が
、
全
国
に
散
在
す
る
地
方
党
部
に
対
し
て
ど

の
程
度
の
影
響
力
を
も
つ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
著
者
は
言
及
し
て
い

な
い
。
こ
の
点
は
．
今
後
の
国
民
党
左
派
研
究
の
課
題
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
　
　
（
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一
九
八
）

う
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
指
導
者
の
個
々
の
思
想
と
行
動
で
は
な
く
、
各
々
の
局

面
に
お
い
て
武
漢
政
府
が
と
つ
た
諸
政
策
、
そ
れ
ら
の
諸
政
策
の
決
定
と
執
行

に
対
す
る
左
派
指
導
者
の
参
画
の
度
合
と
仕
方
の
検
討
を
通
し
て
、
国
民
党
左

派
の
政
治
路
線
を
解
明
す
る
こ
と
が
次
の
課
題
と
な
る
。
著
者
は
、
こ
の
問
題

を
い
わ
ゆ
る
三
大
政
策
と
の
関
連
に
お
い
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
著
者
は
、
武
漢
に
お
い
て
国
共
が
ま
さ
に
分
裂
し
よ
う
と
し
て
い
た
一
九
二

七
年
七
月
一
五
日
の
顧
孟
鯨
の
発
言
を
引
用
し
、
三
大
政
策
ー
連
ソ
・
容

共
・
労
農
扶
助
～
は
．
一
九
二
七
年
一
月
に
顧
が
江
西
省
か
ら
武
漢
に
来
た

と
き
、
ボ
・
デ
ィ
ン
が
初
め
て
言
い
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
、

「
い
か
な
る
会
議
の
決
定
も
経
て
お
ら
ず
、
共
産
党
の
出
す
ぎ
た
行
為
」
で
あ

る
こ
と
を
主
張
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
「
『
三
大
政
策
』
は
、
実
は
ボ
ロ
デ
ィ
ン

と
共
産
党
徒
が
国
民
党
に
代
つ
て
製
造
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
民
党
人
と
一
般

軍
民
を
だ
ま
す
た
め
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
」
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
八
一
－

二
頁
）
。
し
か
る
に
、
著
者
の
見
解
に
よ
る
と
、
ボ
・
デ
ィ
ン
が
国
民
党
を
あ

ざ
む
く
た
め
に
作
り
出
し
た
三
大
政
策
が
、
国
民
党
左
派
の
指
導
者
で
あ
る
注

精
衛
に
よ
つ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
注
精
衛
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り

帰
国
し
て
武
漢
へ
赴
む
い
た
一
九
二
七
年
四
月
は
じ
め
に
、
孫
文
の
示
し
た
三

つ
の
革
命
の
路
に
つ
い
て
述
べ
、
「
第
一
は
、
世
界
の
革
命
的
民
族
と
連
合
し
、

共
同
し
て
帝
国
主
義
に
反
対
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
連
ソ
政
策
で
あ
る
。

第
二
は
、
国
内
の
一
切
の
革
命
分
子
と
連
合
し
て
帝
国
主
義
に
反
対
す
る
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
は
連
共
政
策
で
あ
る
．
第
三
は
、
全
国
の
最
大
多
数
の
最
も
貧

し
く
．
最
も
圧
迫
を
受
け
た
分
子
を
喚
起
し
て
、
革
命
の
指
導
者
と
し
よ
う
と

す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
農
工
政
策
で
あ
る
」
、
と
説
明
し
て
い
る
（
八
三
頁
）
。



す
な
わ
ち
、
注
精
衛
は
、
孫
文
の
遺
し
た
革
命
の
路
を
三
大
政
策
に
よ
つ
て
説

明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
「
武
漢
政
権

は
、
・
シ
ア
共
産
党
の
ボ
・
デ
ィ
ソ
が
、
一
九
二
六
年
一
二
月
に
、
武
漢
で

『
中
国
国
民
党
』
の
旗
印
を
利
用
し
て
う
ち
建
て
た
赤
色
政
権
で
あ
る
。
－
…
翌

年
三
月
、
武
漢
で
…
…
『
三
中
全
会
』
を
開
催
し
た
後
、
連
合
政
権
の
形
式
を
組

織
し
、
注
精
衛
を
利
用
し
て
中
心
と
な
し
、
た
め
に
、
そ
の
政
権
の
い
わ
ゆ
る

連
ソ
、
連
共
、
農
工
の
『
三
大
政
策
』
を
推
行
せ
し
め
た
」
の
で
あ
つ
た
（
一
頁
）
．

　
そ
こ
で
、
つ
ぎ
の
問
題
は
、
ボ
ロ
デ
ィ
ン
の
指
示
す
る
三
大
政
策
を
主
要
な

政
策
目
標
と
し
て
受
け
入
れ
た
国
民
党
左
派
が
、
そ
の
政
策
を
執
行
す
る
過
程

で
生
じ
た
諸
問
題
を
い
か
に
処
理
し
て
い
つ
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る

こ
と
で
あ
る
。
国
民
党
左
派
の
連
ソ
政
策
が
、
そ
の
反
帝
国
主
義
政
策
の
一
環

で
あ
つ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
．
こ
の
観
点
か
ら
、
武
漢
政

府
は
、
ボ
ロ
デ
ィ
ン
、
M
・
N
・
ロ
イ
ら
の
ソ
連
お
よ
び
コ
、
・
・
ン
テ
ル
ソ
か
ら

の
顧
問
団
を
受
け
入
れ
、
そ
の
指
導
を
仰
い
で
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中

共
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
武
漢
政
府
に
お
け
る
国
民
党
左
派
は
、
蒋
介
石
に
対

し
て
、
度
々
容
共
的
態
度
を
表
明
し
て
き
た
。
三
月
の
武
漢
に
お
け
る
国
民
党

三
中
全
会
で
決
議
さ
れ
た
「
統
一
革
命
勢
力
案
」
は
、
e
民
衆
運
動
を
統
一
す

る
こ
と
、
と
く
に
農
民
と
工
人
運
動
を
国
共
両
党
が
共
同
指
導
す
る
こ
と
、
口

責
任
あ
る
中
共
党
員
を
国
民
政
府
、
省
政
府
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
、
㊧
コ
、
・
・
ン

テ
ル
γ
お
よ
び
中
共
の
機
関
紙
と
国
民
党
の
機
関
紙
と
の
相
互
批
判
は
、
合
作

の
精
神
に
違
反
し
な
い
こ
と
、
㈲
国
民
党
は
コ
ミ
ソ
テ
ル
ン
ヘ
代
表
を
派
遣

し
、
中
国
革
命
と
世
界
革
命
と
の
関
係
の
問
題
を
協
議
す
る
こ
と
、
の
諸
点
を

確
認
し
、
コ
ミ
ソ
テ
ル
ン
、
中
共
と
の
協
力
を
表
明
し
た
（
五
〇
ー
一
頁
）
。
ま

　
　
　
紹
介
と
挽
評

た
、
四
月
六
日
に
帰
国
間
も
な
い
注
精
衛
は
、
蒋
介
石
ら
南
京
側
の
指
導
者
の

説
得
を
聞
き
入
れ
ず
、
中
共
指
導
者
陳
独
秀
と
の
間
で
宣
雷
を
発
し
、
「
中
国

が
必
要
と
す
る
の
は
、
各
被
圧
迫
階
級
の
民
主
独
裁
を
建
立
し
て
、
反
革
命
に

対
抗
す
る
こ
と
で
あ
り
、
無
産
階
級
独
裁
な
ど
で
は
な
い
。
中
国
国
民
党
の
多

く
の
同
志
で
、
中
国
共
産
党
の
革
命
理
論
、
お
よ
び
、
そ
の
中
国
国
民
党
に
対

す
る
真
実
の
態
度
を
理
解
し
て
い
る
人
は
、
孫
総
理
の
連
共
政
策
を
懐
疑
し
な

い
は
ず
だ
」
と
述
べ
、
容
共
政
策
を
擁
護
し
た
の
で
あ
る
（
八
一
頁
）
。
さ
ら
に
、

注
精
衛
は
、
四
月
に
「
左
派
分
子
の
観
念
」
と
し
て
、
e
中
国
が
今
日
必
要
と

し
て
い
る
の
は
国
民
革
命
で
あ
る
。
⇔
国
民
革
命
時
代
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
噌
つ
は
反
帝
国
主
義
で
あ
り
、
一
つ
は
農
工
運
動
を
提
唱
す
る

こ
と
で
あ
る
。
中
共
は
、
O
⇔
の
点
に
お
い
て
努
力
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
国

民
革
命
に
参
加
し
う
る
。
日
中
国
の
国
民
革
命
は
三
民
主
義
の
路
を
進
む
の
で

あ
つ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
路
を
進
む
の
で
は
な
い
。
三
民
主
義
の
路

を
進
む
限
り
、
左
派
と
中
共
と
は
衝
突
し
な
い
。
画
民
主
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主

義
は
「
条
理
方
法
」
に
お
い
て
異
な
る
が
、
変
化
し
て
い
く
現
実
の
社
会
環
境

の
な
か
で
は
必
ず
し
も
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
の
四
点
を
主
張
し
た

（
八
四
ー
五
頁
）
。
要
す
る
に
、
こ
こ
で
涯
は
、
国
民
党
左
派
分
子
の
主
要
な
任

務
が
中
共
と
の
協
力
の
も
と
に
、
反
帝
国
主
義
的
大
衆
運
動
を
展
開
す
る
こ
と

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

国
民
党
左
派
の
容
共
政
策
を
強
調
す
る
著
者
は
、
七
月
一
五
日
の
武
漢
に
お
け

る
分
共
会
議
の
声
明
さ
え
、
反
共
攻
勢
に
対
し
て
中
共
を
保
護
し
よ
う
と
す
る

左
派
の
「
偽
装
」
工
作
で
あ
る
と
い
う
胡
漢
民
の
指
摘
を
採
用
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
（
四
〇
六
頁
）
．
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）



　
　
　
紹
介
と
批
評

　
こ
の
よ
う
な
国
民
党
左
派
の
容
共
政
策
の
擁
護
は
、
中
共
が
直
接
指
導
す
る

反
帝
国
主
義
的
労
農
運
動
の
激
化
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
を
い
か
に
処

理
し
て
い
く
か
、
と
い
う
問
題
を
生
み
出
し
て
く
る
．
こ
の
問
題
に
か
ん
し

て
、
著
者
は
、
ま
ず
、
反
帝
国
主
義
的
大
衆
運
動
に
対
す
る
中
共
の
煽
動
も
し

く
は
指
導
性
を
強
調
す
る
．
た
と
え
ば
、
一
月
の
漢
口
と
九
江
に
お
け
る
租
界

回
収
は
、
両
地
に
お
け
る
中
国
人
民
衆
と
イ
ギ
リ
ス
人
と
の
衝
突
に
そ
の
端
を

発
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
当
時
、
ボ
ロ
デ
ィ
ソ
と
中
共
は
、
日
米
両

国
に
対
し
て
柔
軟
な
態
度
を
と
る
こ
と
に
よ
つ
て
イ
ギ
リ
ス
を
孤
立
さ
せ
る
政

策
を
と
つ
て
い
た
た
め
に
、
武
漢
政
府
は
そ
の
妥
協
的
解
決
を
斥
ぞ
け
、
革
命

的
大
衆
に
よ
る
租
界
の
回
収
を
容
認
し
．
か
つ
ま
た
援
助
す
る
に
い
た
つ
た
の

で
あ
る
（
九
三
－
一
〇
三
頁
）
。
三
月
に
勃
発
し
た
上
海
労
働
者
の
第
三
次
暴
動

は
、
蒋
介
石
指
揮
下
の
国
民
革
命
軍
が
上
海
進
駐
を
目
前
に
し
て
、
中
共
の
直

接
的
指
導
下
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
さ
ら
に
、
著
者
は
、
南
京
事
件

が
中
共
の
陰
謀
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
四
月
の
漢

口
惨
案
に
お
い
て
も
、
日
本
人
水
兵
の
暴
挙
と
並
列
し
て
、
大
衆
の
激
し
い
行

動
に
対
す
る
中
共
の
煽
動
を
非
難
し
よ
う
と
し
て
い
た
（
一
二
一
二
、
一
四
三
頁
）
。

こ
れ
ら
の
反
帝
国
主
義
的
大
衆
運
動
の
他
に
、
著
者
は
、
各
地
に
お
け
る
中
共

指
導
下
の
労
農
運
動
が
大
き
な
混
乱
を
惹
き
起
こ
し
た
こ
と
を
批
判
し
て
い

た
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
の
問
題
は
、
激
化
す
る
大
衆
運
動
の
力
と
そ
の
結
果
を
国

民
党
左
派
が
い
か
に
受
け
と
め
て
い
つ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
か
ん
す
る
著
者

の
分
析
で
あ
る
。

　
激
化
す
る
反
帝
国
主
義
的
大
衆
運
動
は
、
生
産
の
減
少
と
失
業
者
の
増
加
を

も
た
ら
し
た
。
例
え
ば
、
一
九
二
七
年
四
月
の
武
漢
に
お
け
る
失
業
者
数
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫
五
四
　
　
（
一
二
〇
〇
）

三
〇
万
人
に
達
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
二
二
八
頁
）
。
武
漢
に
お
け
る
生

産
低
落
の
情
勢
に
直
面
し
て
、
六
月
二
九
日
に
涯
精
衛
は
つ
ぎ
の
七
つ
の
原
因

を
指
摘
し
た
。
O
大
衆
運
動
の
デ
モ
と
ス
ト
、
ω
週
休
制
の
実
行
、
㊧
仮
病
に

ょ
る
病
欠
の
増
加
、
㈲
気
候
．
㈲
工
会
の
管
理
す
る
労
働
者
の
進
退
、
お
よ
び
、

労
働
者
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
、
㊨
労
働
者
が
勝
手
に
工
場
を
離
れ
る
こ
と
、
紬
機

械
の
老
朽
化
が
そ
れ
で
あ
る
（
二
二
六
頁
）
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
生
産

減
少
の
第
一
の
原
因
と
し
て
、
注
精
衛
が
大
衆
運
動
に
お
け
る
デ
モ
と
ス
ト
を

あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
四
と
㈲
の
原
因
以
外
は
、
生
産
減
少
の
原
因
が
、

す
べ
て
労
働
者
の
責
任
に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

こ
と
は
、
論
理
的
に
は
、
労
働
者
側
で
そ
の
運
動
を
控
え
れ
ば
、
生
産
の
減
少

は
回
復
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
労
働
運
動
を
抑
制
す
る
方
向
に
お
い
て
武

漢
政
府
の
直
面
す
る
困
難
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
逆
に
、
労
働
者
に
対
し
て
、
資
本
家
層
の
利
益
を
保
護

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
涯
精
衛
は
、
五
月
に
中
共
五
全

大
会
に
出
席
し
た
後
、
武
漢
党
中
央
に
対
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
告
し
て
い

る
。
中
国
革
命
を
担
う
革
命
勢
力
は
、
労
働
者
、
農
民
、
都
市
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
か
ら
な
る
。
　
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
つ
い
て
は
、
彼
等
の
私
有
財
産
を

認
め
、
私
人
商
業
主
義
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
－
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
は
．
農
民
と
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
1
の
私
有
財
産
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
（
二
四
〇
頁
）
。
五
月
一
八
日
の
武
漢
国
民
党
中
央
執
行
奮
貝
会
訓
令
は
、

小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
対
す
る
涯
精
衛
の
考
え
方
を
、
よ
り
具
体
的
に
、
よ
り

明
確
に
表
明
し
て
い
る
．
す
な
わ
ち
、
「
中
国
国
民
革
命
が
成
功
で
き
る
か
ど
う

か
は
．
工
商
業
者
が
国
民
革
命
を
擁
護
で
き
る
か
ど
う
か
に
よ
つ
て
決
ま
る
。



工
商
業
者
が
国
民
革
命
を
擁
護
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
ま
た
労
農
大
衆
が
、
工

商
業
者
は
彼
等
の
親
摯
の
同
盟
老
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
は
つ
き
り
理
解
す
る

か
ど
う
か
に
よ
つ
て
決
ま
る
．
国
民
革
命
軍
の
北
伐
以
来
、
武
漢
を
鎮
定
し
、

東
南
を
平
定
し
、
労
農
運
動
は
相
当
な
発
展
と
組
織
を
得
た
。
し
か
し
、
長
江

流
域
の
労
農
団
体
は
、
急
速
な
進
展
の
た
め
に
、
小
児
病
を
潜
在
的
に
自
覚
せ

ず
、
国
民
革
命
全
体
の
前
途
を
軽
視
し
、
さ
ら
に
共
同
作
戦
の
工
商
業
者
の
同

盟
者
を
軽
視
す
る
よ
う
に
な
つ
た
」
の
で
あ
る
．
か
か
る
観
点
か
ら
、
こ
の
訓

令
は
、
e
労
資
仲
裁
条
例
の
制
定
、
ω
労
働
法
の
制
定
、
㊧
「
労
働
者
、
店

員
の
過
度
の
要
求
を
制
止
」
」
、
「
そ
の
工
場
、
商
店
の
管
理
に
干
渉
す
る
こ
と

を
禁
止
す
る
こ
と
」
、
四
「
労
働
組
合
あ
る
い
は
ピ
ケ
ッ
ト
隊
が
、
店
主
ま
た

は
工
場
主
に
対
し
て
罰
金
の
お
ど
し
を
し
た
り
、
勝
手
に
逮
捕
し
た
り
、
あ
る

い
は
そ
の
他
の
圧
迫
方
式
を
使
う
こ
と
は
厳
禁
す
る
」
こ
と
、
㈲
「
外
国
人
で

中
国
で
工
商
業
を
経
営
す
る
者
は
、
外
交
部
が
上
記
の
四
項
の
原
則
に
基
づ
い

て
、
事
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
、
の
五
点
に
及
ぶ
政
策
の
執
行

を
命
令
し
た
の
で
あ
る
（
二
四
三
－
四
頁
）
。
こ
こ
で
武
漢
政
府
の
と
つ
た
政
策

は
、
明
ら
か
に
、
激
化
す
る
労
働
運
動
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
小
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
利
益
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。

　
つ
ぎ
に
農
民
に
対
す
る
政
策
で
あ
る
が
、
四
月
一
九
日
よ
り
五
月
六
日
に
か

け
て
開
か
れ
た
武
漢
中
央
土
地
委
員
会
拡
大
会
議
は
、
お
お
む
ね
つ
ぎ
の
よ
う

な
方
針
を
決
定
し
た
。
　
「
理
論
上
、
土
地
は
こ
と
ご
と
く
国
有
に
帰
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
し
か
し
、
目
前
の
客
観
的

事
実
、
全
国
の
政
治
環
魔
、
お
よ
び
、
農
民
自
身
の
力
は
、
ど
れ
も
、
全
部
の

土
地
を
国
有
に
帰
す
る
こ
と
を
許
す
よ
う
な
事
情
に
は
な
い
。
現
在
の
客
観
的

　
　
　
紹
介
と
批
評

事
実
の
な
か
に
あ
つ
て
は
、
た
だ
政
治
的
没
収
（
部
分
的
没
収
）
の
み
を
行
な
い

う
る
だ
け
で
あ
る
。
小
地
主
と
革
命
軍
人
の
土
地
は
、
こ
と
ご
と
く
保
障
さ
れ

ね
ば
な
ら
ず
、
地
主
お
よ
び
小
作
農
制
度
は
、
な
お
完
全
に
消
滅
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
土
地
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
方
法
は
．
中
央
の
会
議
が
詳

細
に
わ
た
つ
て
、
規
定
で
ぎ
る
も
の
で
も
な
い
」
（
二
七
九
i
八
○
頁
）
。
四
月
二
三

目
の
土
地
問
題
討
論
の
た
め
の
審
査
会
議
に
お
い
て
、
何
鍵
、
顧
孟
鯨
、
徐
謙

ら
は
、
徹
底
的
土
地
没
収
に
反
対
し
、
翌
二
四
日
に
は
「
革
命
軍
人
土
地
保
障

条
例
」
を
決
定
し
た
（
二
九
四
ー
七
頁
）
。
さ
ら
に
、
在
精
衛
も
、
湖
南
・
湖
北

に
お
け
る
農
民
運
動
の
急
進
化
に
批
判
的
で
あ
り
、
六
月
一
日
に
は
「
農
民
協

会
は
空
前
の
誤
り
で
あ
る
」
と
非
難
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
二
七
一
頁
）
。

し
か
し
、
武
漢
に
お
け
る
国
民
党
左
派
は
、
こ
の
激
化
す
る
反
帝
国
主
義
的
労

農
運
動
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
ら
の
政
治
的
使
命
を
断
つ
た
の
で
あ

る
。
か
く
て
、
著
者
の
見
解
を
総
合
す
る
と
、
武
漢
政
府
に
お
け
る
国
民
党
左

派
と
は
、
い
わ
ゆ
る
三
大
政
策
の
な
か
の
連
ソ
、
容
共
を
強
調
し
た
過
程
で
、

中
共
、
ソ
連
（
コ
、
・
シ
テ
ル
ン
）
分
子
を
積
極
的
に
党
内
に
道
入
し
た
が
、
そ
れ

ら
の
指
導
下
に
あ
つ
た
反
帝
国
主
義
的
労
農
運
動
の
激
化
に
よ
つ
て
、
自
ら
の

よ
つ
て
立
つ
基
盤
を
侵
蝕
さ
れ
、
三
大
政
策
の
も
う
一
つ
の
要
素
で
あ
る
労
農

運
動
を
制
禦
で
き
な
く
な
つ
た
が
ゆ
え
に
、
中
共
・
ソ
連
と
分
裂
せ
ざ
る
を
え

な
か
つ
た
機
会
主
義
的
「
附
共
分
子
」
で
あ
つ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
つ
て
、
著
老
は
、
左
派
の
連
ソ
・
容
共
政
策
の
強
調
と
労
農
運
動
に
対
す

る
支
持
と
の
矛
盾
を
批
判
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
私
は
、
こ
の
よ
う
な
著
者
の
武
漢
政
府
に
お
け
る
国
民
党
左
派
の
理
解
の
仕

方
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
二
点
か
ら
問
題
に
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
第
一
は
、
著
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績
介
と
批
評

者
の
よ
つ
て
立
つ
国
民
党
左
派
批
判
の
立
場
の
問
題
で
あ
り
、
第
二
は
、
三
大

政
策
の
矛
盾
の
次
元
に
お
い
て
、
国
民
党
左
派
の
政
治
路
線
を
理
解
し
よ
う
と

す
る
こ
と
の
問
題
で
あ
る
。
第
一
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
著
者
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
「
列
強
の
武
力
干
渉
政
策
は
、
か
な
ら
ず
共
産
党
の
過
激
派

に
対
抗
す
る
と
い
う
こ
と
を
口
実
と
す
る
。
こ
の
行
動
は
、
中
国
人
の
対
外
的

仇
恨
を
助
長
す
る
の
に
か
な
つ
て
お
り
、
共
産
党
に
乗
ず
る
す
き
を
与
え
、
共

産
党
の
反
帝
国
主
義
の
気
勢
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
つ
て
、
共
産

党
が
時
局
を
操
縦
す
る
の
に
有
利
な
条
件
を
作
り
出
す
ば
か
り
で
な
く
、
も
う

一
つ
の
重
大
な
作
用
は
、
ボ
ロ
デ
ィ
ン
と
共
産
党
が
反
帝
国
主
義
的
活
動
を
利

用
し
て
、
そ
れ
に
よ
つ
て
蒋
総
司
令
の
長
江
下
流
の
軍
閥
勢
力
粛
清
の
計
画
を

破
壊
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
」
、
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
（
二
三
頁
）
。
著
者

の
論
法
は
、
帝
国
主
義
諸
国
の
干
渉
が
中
共
の
指
導
す
る
反
帝
国
主
義
的
大
衆

運
動
を
激
化
さ
せ
、
そ
の
こ
と
が
蒋
介
石
の
北
伐
を
阻
害
す
る
、
換
言
す
れ

ば
、
反
帝
国
主
義
的
大
衆
運
動
の
激
化
は
、
蒋
介
石
の
北
伐
と
敵
対
的
に
作
用

す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
論
法
に
よ
つ
て
、
著
者
は
、
暗
に
蒋
介

石
の
と
つ
た
反
共
的
立
場
の
正
当
性
を
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
証
拠

に
、
本
書
は
、
中
共
の
指
導
す
る
労
農
運
動
が
既
成
の
秩
序
に
と
つ
て
い
か
に

破
壊
的
で
あ
つ
た
か
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
大
衆
運

動
の
力
を
組
織
・
統
合
し
て
い
こ
う
と
す
る
観
点
を
も
た
な
い
の
で
あ
る
。
し

た
が
つ
て
、
著
者
の
立
場
は
、
基
本
的
に
は
大
衆
運
動
の
「
保
護
者
」
と
し
て

の
蒋
介
石
の
立
場
に
通
じ
る
も
の
を
も
つ
て
い
る
。
大
衆
運
動
の
「
保
護
者
」

と
は
、
蒋
介
石
が
自
ら
の
権
威
の
執
行
を
保
障
す
る
力
の
基
礎
と
し
て
軍
事
力

を
も
つ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
大
衆
に
対
す
る
軍
隊
の
保
護
の
諸
政
策
の
側
面
に
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の
み
関
心
を
示
し
、
大
衆
運
動
の
力
に
依
存
す
る
感
覚
を
も
た
な
い
立
場
を
指

　
　
　
　
（
3
）

す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
保
護
の
対
象
と
し
て
の
大
衆
を
制
禦
で
き
な

く
な
つ
た
と
き
、
彼
は
躊
躇
な
く
そ
れ
を
軍
事
力
に
よ
つ
て
抑
圧
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
蒋
介
石
の
こ
の
立
場
は
、
第
三
次
上
海
暴
動
直
後
の
三
月
二
六
日

に
、
彼
が
、
一
面
で
は
共
産
党
の
暴
動
に
反
対
し
つ
つ
、
他
面
で
は
列
強
に
対

し
て
不
平
等
条
約
取
消
を
要
求
し
て
、
上
海
に
進
駐
し
て
き
た
こ
と
の
な
か
に

象
徴
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
点
で
、
蒋
介
石
は
、
自
ら

の
軍
事
力
を
背
景
と
し
て
、
中
共
の
指
導
す
る
大
衆
運
動
を
抑
圧
し
、
革
命
の

主
導
権
を
握
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
中
国
民
族
主
義
運
動
の
チ
ャ
ソ
ピ
オ
ソ
た
ろ

う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
労
農
大
衆
の
政
治
参
加
は
、
五
四
運
動
以
来
孫
文
の
胸
中
を
去

来
し
て
い
た
課
題
で
あ
り
、
一
九
二
四
年
の
国
民
党
一
全
大
会
で
承
認
さ
れ

た
．
し
か
し
、
当
時
孫
文
の
指
導
下
に
あ
つ
た
国
民
党
の
問
題
は
、
自
ら
労
農

組
織
を
も
つ
の
で
は
な
く
、
大
衆
の
政
治
参
加
に
か
ん
し
て
、
そ
の
組
織
老
た

る
中
共
に
依
存
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
孫
文
亡
き
あ

と
の
国
民
党
に
の
こ
さ
れ
た
主
要
な
課
題
の
一
つ
は
、
中
共
に
依
存
す
る
こ
と

に
よ
つ
て
大
衆
の
力
を
党
に
吸
収
し
て
い
く
と
い
う
矛
盾
を
解
決
す
る
こ
と
で

あ
つ
た
。
し
か
し
、
軍
事
力
に
依
存
し
、
基
本
的
に
は
大
衆
の
組
織
的
力
を
必

要
と
し
な
か
つ
た
大
衆
運
動
の
「
保
護
者
」
と
し
て
の
蒋
介
石
の
立
場
か
ら

は
、
こ
の
矛
盾
を
創
造
的
に
解
決
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ

て
、
著
者
は
、
一
全
大
会
の
基
本
的
方
向
を
無
視
す
る
蒋
介
石
と
共
通
の
立
場

に
立
つ
て
、
国
民
党
左
派
の
政
治
路
線
を
批
判
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
国
民
党
左
派
の
政
治
路
線
を
い
か
に
理
解
す
べ
き
な



の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
第
二
の
問
題
点
で
あ
る
。

　
従
来
の
中
国
共
産
党
史
研
究
に
お
い
て
、
武
漢
政
府
に
お
け
る
中
共
の
党
路

線
を
解
明
す
る
に
あ
た
つ
て
、
急
進
化
す
る
労
農
運
動
と
国
共
合
作
の
維
持
と

い
う
二
つ
の
要
素
を
矛
盾
す
る
関
係
と
し
て
把
握
す
る
か
否
か
に
よ
つ
て
、
基

本
的
に
は
対
立
す
る
二
つ
の
路
線
の
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

（
4
）
た
。
著
者
の
国
民
党
左
派
理
解
の
立
場
も
、
三
大
政
策
に
お
け
る
連
ソ
・
容
共

政
策
と
労
農
扶
助
政
策
を
対
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
換
言
す
れ
ば
、
ソ

連
・
中
共
と
の
協
力
維
持
と
労
農
運
動
の
急
進
化
を
矛
盾
す
る
も
の
と
し
て
理

解
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
基
本
的
に
は
、
中
国
共
産
党
史
研
究
の
方
法
を
援
用

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
著
者
は
、
註
（
4
）
に
お
い
て
言
及
し
た
ノ
！

ス
の
本
を
随
所
で
引
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
中
国
共

産
党
史
研
究
上
の
視
角
の
直
接
的
援
用
で
は
、
国
民
党
左
派
の
政
治
路
線
の
究

明
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
視
角

で
は
、
大
衆
運
動
が
急
進
化
し
た
と
き
．
な
ぜ
国
民
党
左
派
が
中
共
と
分
裂
せ

つ
　
　
　
う
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

ざ
る
を
え
な
か
つ
た
か
と
い
う
問
題
－
よ
り
具
体
的
に
は
、
中
共
と
は
区
別
さ
れ

る
．
国
民
党
左
派
特
有
の
政
治
行
動
の
様
式
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
構
造
が
解
明

し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
来
の
説
明
で
は
、
こ
の
分
裂
の
原
因
を
国
民
党
左

派
の
反
革
命
性
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
二
面
性
、
動
揺
性
等
の
抽
象
的
諸
要
因
に

帰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
つ
た
。
た
と
え
、
そ
の
原
因
が
よ
り
具
体
的
に
、
す

な
わ
ち
、
中
小
地
主
の
土
地
没
収
に
ま
で
及
ぶ
急
進
的
な
土
地
革
命
が
、
武
漢

の
国
民
党
左
派
を
支
え
る
軍
隊
に
動
揺
を
ひ
き
起
こ
し
、
そ
の
こ
と
が
国
民
党

へ
の
圧
力
と
な
つ
た
、
と
い
う
形
で
示
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
こ
の
場
合
に

お
い
て
も
、
な
ぜ
国
民
党
左
派
が
軍
隊
と
大
衆
運
動
を
制
禦
で
き
な
か
つ
た
の
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と
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か
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
特
有
の
政
治
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
構
造
が
追
求

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
私
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
す
で
に
、
国
民
党
左

派
の
最
も
有
力
な
指
導
者
の
一
人
で
あ
る
涯
精
衛
を
例
に
と
つ
て
、
そ
の
大
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

運
動
の
「
統
合
者
」
的
性
格
を
論
じ
た
。
大
衆
運
動
の
「
統
合
者
」
的
役
割
と

は
、
大
衆
の
政
治
参
加
の
必
要
性
を
認
め
つ
つ
も
、
自
ら
そ
の
組
織
化
に
乗
り

出
さ
ず
、
中
共
の
組
織
し
た
大
衆
の
力
に
依
存
し
つ
つ
、
国
民
党
の
党
機
構
の

な
か
で
そ
の
力
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
ら
の
地
位
を
維
持
し
て
い
こ

5
と
す
る
立
場
を
指
す
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
中
共
指
導
下
の
大
衆
運
動

が
急
進
化
し
、
そ
れ
に
し
た
が
つ
て
国
民
党
左
派
の
依
存
す
べ
ぎ
大
衆
組
織
の

基
盤
が
失
わ
れ
て
し
ま
つ
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の
立
場
は
、
存
在
意
義
を
失
い
、

崩
壊
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
。
そ
の
場
合
、
力
の
基
盤
を
欠
い
た
左
派
に
と
つ

て
、
反
共
化
は
一
つ
の
結
果
で
あ
つ
た
に
す
ぎ
ず
、
も
う
一
つ
の
路
は
親
共
化

で
あ
つ
た
。
か
く
て
、
国
民
党
左
派
は
、
大
衆
運
動
の
「
保
護
者
」
と
L
て
の

蒋
介
石
と
は
異
な
つ
た
過
程
を
通
り
つ
つ
も
、
一
全
大
会
の
基
本
的
方
向
の
一

つ
で
あ
つ
た
、
大
衆
の
政
治
参
加
の
課
題
を
創
造
的
に
解
決
し
て
い
く
こ
と
に

失
敗
し
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
国
民
党
左
派
の
こ
の
よ
う
な
大
衆
運

動
へ
の
か
か
わ
り
あ
い
方
を
追
求
す
る
こ
と
な
く
、
国
民
党
左
派
の
役
割
を
論

じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

三

　
最
後
に
、
本
書
の
利
用
し
て
い
る
資
料
に
一
言
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
本
書
は
、
武
漢
政
府
の
研
究
に
最
も
基
本
的
な
多
く
の
原
資
料
を

使
つ
て
い
る
。
と
く
に
武
漢
政
府
運
営
の
根
幹
を
な
し
て
い
た
聯
席
会
議
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
　
　
（
二
一
〇
三
）



　
　
　
紹
介
と
撹
評

中
全
会
、
中
央
執
行
委
員
会
拡
大
会
議
及
び
政
治
委
員
会
、
中
央
土
地
委
員

会
、
中
央
農
民
運
動
委
員
会
等
の
会
議
録
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
の
党

内
の
動
き
を
知
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
多
く
の
未
発
表
文
献
が
そ
こ
に

は
含
ま
れ
て
い
る
。
一
九
二
七
年
四
月
の
国
共
両
党
聯
席
談
話
会
に
か
ん
す
る

注
精
衛
の
報
告
、
許
克
祥
の
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
に
際
し
．
武
漢
の
中
央
執
行
委

員
会
に
宛
て
た
唐
生
智
の
通
電
、
武
漢
中
央
執
行
委
員
会
の
工
商
業
者
の
連
合

に
か
ん
す
る
訓
令
（
五
月
）
等
は
そ
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
本
書
で
使
用
さ
れ
て
い
る
大
部
分
の
原
資
料
は
、
台
湾
草
屯
郊
外
新
庄
に
あ

る
中
国
国
民
党
中
央
党
部
党
史
委
員
会
の
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
蒋
永
敬
氏
は
、
現
在
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
統
轄
す

る
中
国
国
民
党
中
央
党
史
史
料
編
纂
委
員
会
秘
書
の
地
位
に
あ
り
、
早
く
か
ら

こ
れ
ら
の
資
料
に
精
通
し
う
る
立
場
に
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
資
料
が
本
書
の
な
か
で
公
刊
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
武
漢
政
府

側
の
も
の
は
秘
密
資
料
と
し
て
一
般
に
公
開
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
私
は
こ

れ
ら
の
資
料
が
一
日
も
早
く
学
会
に
公
開
さ
れ
る
と
と
も
に
．
そ
の
信
愚
性
の

確
認
で
き
る
日
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
。

　
（
1
）
　
三
中
全
会
の
諸
文
書
に
つ
い
て
は
、
　
『
中
国
国
民
党
宣
言
彙
刊
』
．
　
二
一
六
ー

　
　
　
二
四
頁
、
『
中
国
国
民
党
歴
次
会
議
宣
言
及
重
要
決
議
案
彙
刊
』
、
一
六
七
ー
二
〇

　
　
　
一
頁
を
参
照
。

　
（
2
）
武
漢
政
府
に
お
け
る
中
共
の
党
路
線
に
つ
い
て
は
、
石
川
忠
雄
「
武
漢
政
府
は

　
　
　
時
代
の
中
国
共
産
党
』
ー
『
中
国
共
産
党
史
研
究
』
（
一
九
五
九
）
、
六
八
ー
七
四

　
　
　
頁
を
参
照
。

　
（
3
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る

　
　
　
注
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
」
ー
『
法
学
研
究
』
、
第
四
二
巻
、
第
一
三
号
（
一
九

（
4
）

（
5
）

一
五
八
　
　
（
一
二
〇
四
）

六
九
・
一
二
）
、
六
六
頁
参
照
。

　
例
え
ば
、
前
掲
石
川
論
文
、
な
ら
び
に
、
ミ
・
2
鴇
遷
．
G
。
ミ
爵
軌
§
ε
Ω
ミ
§
・

冨
犀
ρ
2
。
詳
げ
導
α
鋼
』
国
琶
旦
一
8
0
。
が
あ
る
（
後
者
に
つ
い
て
、
私

は
す
で
に
、
『
法
学
研
究
』
第
三
九
巻
第
一
号
（
一
九
六
六
）
に
お
い
て
書
評
を
試

み
た
）
。

前
掲
、
拙
稿
、
五
八
ー
九
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
田
　
辰
雄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
囎
九
七
軸
・
三
・
二
五
）


